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(57) Abstract: This line o f sight input device selects an in
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境 入力装置 一0 provided with a head-up display device (10) and a line o f

人出カ装屢 sight detection device (20). The head-up display device dis
plays an image of the input element i n a virtual display area
(D) set i n a wind

映 信号出力装置
：front surface o f a driver seat in ：front o f a

shield (W) o f a vehicle. The line o f sight detection device,
4 2 which i s installed in the front surface o f the driver seat, de

D装 入出力演算装置 tects fixation points for the driver sitting i n the driver seat.
The head-up display device displays a plurality o f input ele
ment images as examples i n the display area, and does not

3 display outward portions of the input element images that are
displayed at the ends of the display area.

装置 ほ変換装i

,30 (57) 要約： 視線入力装置 は、入力させ る入力要素
を視線 によ り選択す るものであ り、へ ッ ドア ップ

ジ'エスむ 接出装ί 入力変«装 デ ィス プ レイ装 置 （1 0 ) と視 線 検 出装置 （2
0 ) を備 える。 ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装 置
は、車両の ウィン ドシール ド （W) 前方且 つ運転
席の正面に設定 された仮想の表示領域 （D ) に、
入力要素の画像 を表示す る。視線検 出装置 は、運
転席の正面に設置 され、運転席 に座 った ドライバ
の注視点を検 出す る。ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ
装置 は、表示領域 において複数の入力要素の画像
を列に して表示す るとともに、表示領域の端部 に
表示 され る入力要素の画像 の うち外寄 りの部分 を
非表示 とす る。



明 細 書

発明の名称 ：視線入力装置

関連出願の相互参照

[0001 ] 本開示は、 2 0 1 3 年 5 月 9 日に出願された日本出願番号 2 0 1 3 _ 9 9

6 6 2 号に基づくもので、ここにその記載内容を援用する。

技術分野

[0002] 本開示は、視線により入力要素を選択する視線入力装置に関する。

背景技術

[0003] 車載機器、携帯端末等の機器と人とのインタ一フエ一スとして、視線入力

装置が提案されている。例えば特許文献 1 は、車両のインス トルメン卜パネ

ルの中央に設置されたナビゲ一シヨン装置の下側に視線検知装置を設置 し、

ナビゲ一ション装置の表示画面を見るュ一ザの注視位置を視線検知装置によ

リ検知 して、ナビゲ一シヨン装置に対 して視線入力を行っている。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献1 ：特開平 9 _ 1 6 7 0 4 9 号公報

発明の概要

[0005] 特許文献 1 のように、ィンス トルメン 卜パネルの中央に視線検知装置及び

表示画面を配置すると、 ドライバの顔の横から視線を検知することになる。

ドライバの顔の横から視線を検知する場合、 ドライバの顔の正面から視線を

検知する場合よりも検知精度が低下するおそれがある。 しかしながら、限ら

れた車室内において、 ドライ/ くの正面に視線検知装置及び表示画面を配置す

ることは困難である。

[0006] 本開示は、上記実情に鑑み、視線検知装置及び表示画面を適切に配置する

ことにより、高精度に注視点を検知することが可能な視線入力装置を提供す

ることを主たる目的とする。

[0007] 本開示のある態様にかかる視線入力装置は、入力させる入力要素を視線に



よ り選択 す る視 線 入 力装 置 で あ って、 車 両 の フ ロ ン トウ ィ ン ド前 方 且 つ運転

席 の正面 に設 定 され た表 示領 域 に、 前 記 入 力要 素 の画像 を表 示 す るへ ッ ドア

ップデ ィス プ レイ装 置 と、 前 記 運転 席 の正面 に設 置 され、 前 記 運転 席 に座 つ

た ドライバ の注視 点 を検 出す る視 線検 出装 置 と、 を備 え る。 ヘ ッ ドア ップデ

イス プ レイ装 置 は、 前 記表 示領 域 にお いて複 数 の前 記 入 力要 素 の画像 を列 に

して表 示 す る と ともに、 前 記表 示領 域 の端 部 に表 示 され る前 記 入 力要 素 の画

像 の うち外寄 りの部 分 を非 表 示 とす る。

[0008] この態様 に よれ ば、 ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装 置 に よ り、 車 両 の運転 席

の正面 に設 定 され た表 示領 域 に入 力要 素 の画像 が表 示 され る。 そ して、 運転

席 の正面 に設 置 され た視 線検 出装 置 に よ り、 表 示領 域 に表 示 され た画像 を見

る ドライバ の注視 点 が検 出 され る。

[0009] ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装 置 を用 い る こ とに よ り、 車 両 内の 限 られ た空

間 にお いて、 ドライバ の正面 に、 視 線検 出装 置 及 び表 示領 域 を設 置 す る こ と

が で きる。 また、 ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装 置 に よ り表 示 され た画像 は、

左 右 の視 野 角 が狭 いため、 ドライバ は正面 か ら表 示領 域 を見 る こ とにな り、

ドライバ の頭 が正面 にほ ぼ固定 され る。 そ の ため、 常 に正面 か ら ドライバ の

注視 点 を検 出す る こ とが で きる。 した が って、 ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装

置 と視 線検 出装 置 とを組 み合 わせ る こ とに よ り、 視 線検 出装 置 及 び表 示領 域

を適切 に配 置 して、 ドライ / くの 注視 点 を高精 度 に検 出す る こ とが で きる。

[001 0] また、 ヘ ッ ドア ップデ ィス プ レイ装 置 は、 入 力要 素 の画像 を列 に して表 示

領 域 に表 示 し、 列 の端 部 に表 示 す る入 力要 素 の画像 の うち外寄 りの部 分 を非

表 示 とす る。 した が って、 表 示領 域 の外 に入 力要 素 の画像 が続 いて い る よ う

に見せ る こ とが で きる。 す なわ ち、 表 示領 域 に表 示 され て いな い入 力要 素 の

画像 が存 在 す る こ とを、 ドライバ に認識 させ る こ とが で きる。

図面の簡単な説明

[001 1] 本 開示 につ いて の上 記 目的 お よび そ の他 の 目的、 特徴 や利 点 は、 添付 の 図

面 を参 照 しな が ら下記 の詳細 な記 述 に よ り、 よ り明確 にな る。 そ の 図面 は、

[ 図 1] 視 線 入 力装 置 の構 成 を示 す プ ロ ック図。



[ 図2A] 視線検 出装置及び H U D 装置の設置場所 を示す図。

[ 図2B] 視線検 出装置及び H U D 装置の設置場所 を示す図。

[ 図3] ドライバが視線入力 をする様子 を示す図。

[ 図4A] 表示領域 に表示 される入力要素 を示す図。

[ 図4B] 入力要素 を確 定する様子 を示す図。

[ 図4C] 入力要素 を確 定する様子 を示す図。

発明を実施するための形態

[001 2] 以下、視線入力装置 を車両 に搭載 した実施形態 について説明する。本実施

形態 に係 る視線入力装置 は、 図 1 に示すように、 H U D 装置 1 0 (ヘ ッ ドァ

ップデ ィス プ レイ装置）、視線検 出装置 2 0 、 ジヱスチ ヤ検 出装置 3 0 、入

出力装置 4 0 を備 える。本視線入力装置 は、 1 1 1 装置 1 0 の表示領域 に表

示 された入力要素が視線 によ り選択 されるとともに、 ジエスチ ヤを検 出 した

ことを条件 と して選択 された入力要素の入力 を確 定する。

[001 3] H U D 装置 1 0 は、 図 2 A 、 図 2 B に示すように、 ウィン ドシール ドW の

下のダ ッシュボー ドB の奥 に埋め込 まれている。 H U D 装置 1 0 は、 ウィン

ドシ一ル ドW の前方且つ運転席 の正面 に設定 された仮想 の表示領域 D に、入

力要素の画像 を含む入出力装置 4 0 か ら出力 された映像 を表示する表示装置

である。 H U D 装置 1 0 は、 ダ ッシュボー ドB の奥 か ら液晶パ ネル に表示 し

た映像 をミラ一に反射 させ、更 にそれを凹面鏡 に反射 させて拡大 させ、拡大

させた映像 をウィン ドシ一ル ドW に反射 させ る。 これによ り、 ドライバ は、

ウィン ドシ一ル ドW の前方 に設定 された仮想 の表示領域 D に浮 き上がるよう

に表示 された映像 を見 ることがで きる。 なお、表示領域 D に表示する入力要

素の画像 については、後 で詳述する。

[0014] 表示領域 D に表示 された映像 は左右の視野角が狭 いため、 ドライバ は、表

示領域 D に表示 された映像 をどこか らで も見えるわ けではな く、表示領域 D

の正面の H U D 視認ェ リア内に目の位置がある場合 に しか見 ることがで きな

し、。 H U D 視認エ リアは、 円形 のエ リアであ り、 円形 エ リアの中心 は、表示

領域 D の中心 の正面 になる。 ドライバが運転席 に座 って正面 にある表示領域



D に表示 された映像 を見 よ うとす る場合、 ドライバ の両 目は表示領域 D に正

対 す る H U D 視認 エ リァ内に固定 され る。 ドライバ以外の搭乗者 の両 目は H

U D 視認 エ リァ内に入 らないため、 ドライバ以外の搭乗者 は表示領域 D に表

示 された映像 を見 る ことがで きない。 それゆえ、 ドライバ は、表示領域 D を

プライべ 一 卜デ ィス プ レイ と して利用で きる。

[001 5] な お、 図 2 A で は、 円形 の H U D 視認 エ リアをわか りやすいよ うに示 して

いるが、実際 には、 円形 の H U D 視認 エ リアは、表示領域 D に正対 している

[001 6] 視 線検 出装置 2 0 は、運転席 の正面 に設置 され、運転席 に座 った ドライバ

の注視 点 を検 出す る装置 であ る。詳 しくは、視線検 出装置 2 0 は、表示領域

D よ りも下側 の所定範 囲 に設置 され、 目に見 えない近赤外光 が照射 された ド

ライバ の 目を撮影 す るカメラであ る。 ドラィバ の注視 点 を検 出す るため には

、視線検 出装置 2 0 は、 ドライバ の注視 点の左右上下 3 0 ° 以 内に設置 され

ている必要 があ る。本実施形態 では、表示領域 D 上 の ドライバ の注視 点 を検

出す るため に、視線検 出装置 2 0 は、表示領域 D か ら下側 に 1 0 ° の位置 の

ダ ッシ ュボー ドB に設置 されている。 この よ うに、設置 された視線検 出装置

2 0 の視線検 出ェ リァは、 H U D 視認 ェ リァを内部 に含 む、 H U D 視認 ェ リ

ァ と同心 の円形 エ リアであ る。 それゆえ、 H U D 視認 エ リア内に ドライバ の

両 目が入 っている と、視線検 出装置 2 0 によ り ドライバ の注視 点 を検 出す る

ことがで きる。

[001 7] ジ エ ス チ ヤ検 出装置 3 0 は、視線検 出装置 2 0 よ り も下側、 イ ン ス トル メ

ン 卜パ ネル I に設置 され （図 3 参照）、運転席 に座 った ドライバ のジ エスチ

ャを検 出す るカメラであ る。 ジ エスチ ヤ検 出装置 3 0 は、例 えば、手 を振 る

動 きや、手 を開いて閉 じる動 きを検 出す る。

[001 8] 入 出力装置 4 0 は、 映像信号 出力装置 4 1 、 入 出力演算装置 4 2 、視線変

換装置 4 3 、 入力変換装置 4 4 を備 える。 映像信号 出力装置 4 1 は、表示領

域 D に表示 させ る映像信号 を、 入 出力演算装置 4 2 へ 出力す る装置 であ る。

視線変換装置 4 3 は、視線検 出装置 2 0 によ り撮影 された ドライバ の 目の画



像 か ら、視線方向によって位置が変わ る瞳孔、及び視線方向には影響 を受 け

ない角膜反射 を検 出 し、瞳孔 と角膜反射 との位置関係か ら注視点 を検 出する

。 そ して、視線変換装置 4 3 は、検 出 した注視点の座標 を入出力演算装置 4

2 へ 出力する。入力変換装置 4 4 は、 ジエスチ ヤ検 出装置 3 0 によ り ドライ

バのジエスチ ヤが検 出された ことを条件 と して、入力確 定信号 を入出力演算

装置 4 2 へ 出力する。

[001 9] 入 出力演算装置 4 2 は、映像信号 出力装置 4 1 か ら送信 された映像信号 を

1 1 1 装置 1 0 へ 出力する。 また、映像信号 出力装置 4 1 か ら送信 された映

像信号 と、視線変換装置 4 3 か ら送信 された注視点の座標 とか ら、 ドライバ

が選択 している入力要素 を判定する。 さ らに、入力変換装置 4 4 か ら入力確

定信号 を受信すると、 ドライバが選択 している入力要素の入力 を確 定 し、入

力要素 に対応する機器 に対 して指令 を出力する。

[0020] 次 に、 図 3 を参照 して、 ドライバが視線入力する態様 について説明する。

本実施形態では、走行安全 のため、車両の停車時 に限 って、入力要素の入力

を可能 と している。 ドライバが表示領域 D に表示 された入力要素 を注視 する

と、視線検 出装置 2 0 によ り、 ドライバの注視点が検 出され、入出力演算装

置 4 2 によ り ドライバが注視 している入力要素が どれか判定 される。 そ して

、入力要素 を選択 した状態で、 ドライバが手 を振 るジエスチ ヤを行 うと、入

出力演算装置 4 2 は、 ドライバが注視 している入力要素の入力 を確 定する。

[0021 ] 次 に、 図 4 A 〜図 4 C を参照 して、 H U D 装置 1 0 が表示領域 D に表示 さ

せ る入力要素 について説明する。 図 4 A 、 図 4 B において、 目の記号 は、 ド

ラィ' くの注視点 をイメージ してお り、実際 には表示領域 D には表示 されない

。 図 4 A に示すように、 1~1 1 装置 1 0 は、表示領域 D において、複数 の入

力要素の画像 を列 に して表示する。本実施形態では、表示する入力要素の画

像 の数 は 3 つである。 さ らに、 1~1 1 装置 1 0 は、表示領域 D の左右両端部

に表示 される入力要素の画像 の うち外寄 りの部分 を非表示 とする。 すなわち

、左端部 に表示 される入力要素の画像 の左側 の部分 と、右端部 に表示 される

入力要素の右側 の部分 とを非表示 にする。 このようにすることによ り、入力



要素の画像は、表示領域 D に表示されている3 つだけではなく、表示領域 D

の左右両側に続いていることが示される。また、 1~1 1 装置 1 0 は、表示領

域 Dの中央下側には、車両の変速機の変速位置を表示する。 ドライバは、表

示領域 D に表示された変速位置がパ一キングである場合に、視線入力が可能

であるとわかる。

[0022] 図 4 A では、 ドライバは左端の入力要素の画像を注視 して、選択 している

。ここでは、 ドライバの注視点が列の中央の入力要素の画像とは異なる画像

上にあるので、この状態で ドライバがジエスチヤをしても、注視点がある画

像の入力は確定 しない。 ドラィバの注視点が列の中央の入力要素の画像とは

異なる画像上にある場合は、 H U D装置 1 0 は、図4 B に示すように、 ドラ

ィバの注視点がある画像を、列の中央に移動させて表示領域 D に表示する。

すなわち、 H U D装置 1 0 は、図4 A の状態から、入力要素の画像を一つず

つ右にずらして表示領域 D に表示する。これにより、図4 A で右端に表示さ

れていた入力要素の画像が図4 B では表示されなくなり、図4 A では表示さ

れていなかった入力要素の画像が図4 B では左端に表示される。この状態で

、中央の入力要素の画像を見つめながら、図4 C に示すように手を振るジェ

スチヤを行うと、 ドライバの注視点がある入力要素の入力が確定される。

[0023] 以上説明 した本実施形態によれば、以下の効果を奏する。

[0024] H U D装置 1 0 により、車両の運転席の正面に設定された仮想の表示領域

D に入力要素の画像が表示され、運転席の正面に設置された視線検出装置 2

0 により、表示領域 D に表示された画像を見る ドライバの注視点が検出され

る。 H U D装置 1 0 を用いることにより、車両内の限られた空間において、

ドライバの正面に、視線検出装置 2 0 及び表示領域 D を設置することができ

る。また、 1~1 1 装置 1 0 により表示された画像は、左右の視野角が狭いた

め、 ドライバは正面から表示領域 D を見ることになり、 ドライバの頭が正面

にほぼ固定される。そのため、常に正面からドライバの注視点を検出するこ

とができる。 したがって、 H U D装置 1 0 と視線検出装置 2 0 とを組み合わ

せることにより、視線検出装置 2 0 及び表示領域 D を適切に配置 して、 ドラ



ィ くの注視点を高精度に検出することができる。

[0025] H U D装置 1 0 により表示された画像は、左右の視野角が狭いため、 ドラ

ィバ以外の同乗者から見ることができない。そのため、 ドライバは、同乗者

から余計な口出しをされることなく、入力操作を行うことができるとともに

、同乗者の目を気にすることなく、表示領域 D に個人情報を表示させて見る

ことができる。

[0026] 視線検出装置 2 0 を表示領域 D よりも下側の所定範囲に設置することによ

り、表示領域 D を見る ドライバの注視点が視線検出装置 2 0 の検知範囲に入

る。 したがって、表示領域 D を見る ドライバの注視点を確実に検出すること

ができる。

[0027] 入力要素の画像を列にして表示領域 D に表示 し、列の端部に表示する入力

要素の画像のうち外寄りの部分を非表示とすることにより、表示領域 Dの外

に入力要素の画像が続いているように見せることができる。すなわち、表示

領域 D に表示されていない入力要素の画像が存在することを、 ドライバに認

識させることができる。

[0028] 視線により入力要素を選択 した状態でジエスチヤをすることにより、選択

した入力要素の入力を確定することができる。このため、仮想の表示領域 D

に入力要素の画像が表示されるとともに、 ドライバがタッチパネルやボタン

等に触れることなく、入力要素の入力を確定することができる。

[0029] 視線により選択 した入力要素の画像が中央にない場合は、選択 した入力要

素の画像が中央に移動される。 ドライバは、入力要素の画像が移動された後

、入力要素の画像を注視 したままジエスチヤをすれば、入力要素の入力を確

定することができる。

[0030] 視線入力を車両の停車時に限ることにより、走行中の誤入力による誤作動

が抑制され、安全走行を損なうおそれがない。

[0031 ] 表示領域 D に車両の変速位置を表示することにより、 ドライバは視線入力

が可能か否かを認識できる。

[0032] (変形例）



本開示は上記実施形態の記載内容に限定されず、例えば、以下のように変

更して実施してもよい。

[0033] ドラィバの注視点がある入力要素の画像を強調表示するようにしてもよい

。このようにすれば、 ドライバはどの入力要素を選択しているか確実に認識

できる。

[0034] 表示領域Dにパーキングブレーキのオンオフ状態を表示してもよい。この

ようにしても、 ドライバは視線入力が可能な状態を認識できる。

[0035] 表示領域Dにおいて、入力要素の画像を縦に列にして表示してもよい。こ

の場合、上下両端部に表示される入力要素の画像のうち外寄りの部分を非表

示とする。

[0036] 表示領域Dに表示される入力要素の画像は3 つよりも多くてもよい。また

、表示領域Dに表示される入力要素の画像の数は、偶数でもよい。この場合

、表示領域Dの中央右寄り又は中央左寄の画像上にドライバの注視点がある

状態で、 ドライバがジエスチヤをしたときに、入力要素の入力を確定する。

[0037] 所定の条件下において、停車時以外でも視線入力を可能にしてもよい。

[0038] 入力要素の入力を確定する場合は、ジエスチヤ以外の方法で確定してもよ

し、。例えば、瞬きや、音声で入力要素を確定してもよい。あるいは、所定時

間よりも長く入力要素の画像を凝視することで、入力要素の入力を確定して

もよい。あるいは、ハンドルにスィッチを設け、視線で入力要素を選択し、

スィッチを押して入力要素の入力を確定するようにしてもよい。また、手を

振る以外のジエスチヤを行うことで、入力要素の入力を確定してもよい。



請求の範囲

入力させ る入力要素 を視線 によ り選択する視線入力装置であ って、

車両のウイン ドシール ド （W) 前方且つ運転席の正面 に設定された

仮想の表示領域 （D ) に、前記入力要素の画像 を表示するへ ッ ドアツ

プデ ィスプ レイ装置 （1 0 ) と、

前記運転席の正面 に設置 され、前記運転席 に座 った ドライバの注視

点を検 出する視線検 出装置 （2 0 ) と、 を備 え、

前記へ ッ ドアップデ ィスプ レイ装置は、前記表示領域 において複数

の前記入力要素の画像 を列に して表示するとともに、前記表示領域の

端部 に表示 される前記入力要素の画像の うち外寄 りの部分 を非表示 と

する視線入力装置。

前記視線検 出装置は、前記表示領域 よ りも下側の所定範囲に設置 さ

れている請求項 1 に記載の視線入力装置。

ドライバのジエスチヤを検 出するジエスチヤ検 出装置 を備 え、

前記列の中央の前記画像上 に前記視線検 出装置 によ り検 出された前

記注視点がある状態で、前記ジエスチヤ検 出装置 によ り前記 ドライバ

のジエスチヤが検 出された ことを条件 と して、前記中央の入力要素の

入力を確定する請求項 1 又 は 2 に記載の視線入力装置。

前記へ ッ ドアップデ ィスプ レイ装置は、前記視線検 出装置 によ り検

出された前記注視点が前記列の中央の前記画像 とは異なる画像上 にあ

る場合、前記注視点がある画像 を、前記列の中央 に移動 させ る請求項

1 〜 3 のいずれかに記載の視線入力装置。

前記車両の停車時に限 って、前記入力要素の入力を可能 とする請求

項 1 〜 4 のいずれかに記載の視線入力装置。

前記ヘ ッ ドアップデ ィスプ レイ装置は、前記表示領域 に、前記車両

の変速位置 を表示する請求項 1 〜 5 のいずれかに記載の視線入力装置

[ 請求項7] 目」記ヘ ッ ドアップデ ィスプ レイ装置は、前記表示領域 に、パーキン



グプ レーキのオ ンオ フ状態 を表示する請求項 1 〜 6 のいずれかに記載

の視線入力装置。
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